
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
参
画
」
の
二
学
期
が 

始
ま
り
ま
し
た  

～
様
々
な
場
面
に
意
欲
的
に
「
参
画
」
し
、 

「
可
能
性
」
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
～ 

 

令和元年８月 2 ７ 日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副 校 長  多 久  知 明 

東京都中学校吹奏楽コンクール 

銅賞の表彰を受ける部長と副部長 

     

 
   

校
長 

佐
藤 

浩 
 

■
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
夏
休
み
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

昨
日
、
始
業
式
の
後
、
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
た
部
活
動
や
作
文
等
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
ま
た
、
新
宿
区
中

学
校
水
泳
大
会
の
表
彰
状
の
伝
達
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
可
能
な
限
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
援
に
行
っ
た

り
、
表
彰
式
に
参
加
し
た
り
し
、
生
徒
の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
勝
利
や
入
賞
を
目
指
し
真
剣

に
練
習
す
る
姿
や
本
番
で
緊
張
感
を
抱
え
な
が
ら
も
懸
命
に
頑
張
る
姿
に
心
か
ら
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

終
了
後
、
多
く
の
生
徒
か
ら
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
頑
張
り
と
達
成
感
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
大
き
な
財
産
と
な
る
と
と
も
に
、
二
学
期

の
学
校
生
活
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
へ
の
大
き
な
励
み
に
も
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

■
学
芸
発
表
会
な
ど
の
大
き
な
行
事
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う 

い
よ
い
よ
「
参
画
」
の
二
学
期
で
す
。
二
学
期
は
、
区
陸
上
大
会
、

生
徒
会
役
員
選
挙
、
学
芸
発
表
会
、
職
場
体
験
な
ど
、
大
き
な
行
事
が

目
白
押
し
で
す
。
生
徒
一
人
一
人
の
意
欲
や
自
立
心
、
学
級
の
ま
と
ま

り
や
協
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
生
徒
に
は
、
自
分
自
身
を
ど
う
高
め
て
い

く
の
か
、
級
友
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
に
連
帯
、
協
力
し

て
い
く
の
か
、
よ
く
考
え
た
上
で
、
何
事
に
も
積
極
的
に
「
参
画
」
し

て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

本講座は、保護者や地域の方々に、道徳

授業を御参観いただくとともに、道徳授

業の在り方をはじめ学校・家庭・地域社会

の連携の在り方等について協議し、相互

理解を深めることを目的としています。 

多くの保護者や地域の方々に御出席い

ただき、忌憚のない御意見をいただくと

ともに、今後のよりよい道徳授業の在り

方について協議できることを期待してい

ます。 

１ 日時 令和元年９月７日(土)９時 40 分～11 時 30 分 

２ 内容・時間・場所 

（１）道徳授業公開（９時 40 分～10 時 30 分） 

各教室：「考え、議論する」授業を実施 

（２）全体会（10 時 40 分～11 時 30 分） 

ランチルーム 

・ＤＶＤ視聴 

   「『道徳』ってなんだろう？」（８分） 

「おもいやりって？」（７分） 

  ・保護者・地域の方々との意見交換 

９月７日、道徳授業地区公開講座を開催します。ぜひ御参加ください！ 



 

 

１学期は、教育目標の「鍛錬」を目指す学期でしたが、夏休み中も、卓球部と陸上部が
都大会への出場を果たしたり、作文コンクールで最優秀賞を獲得したりするなど、多くの
生徒が様々な場面でチャレンジし、大きな成果を収めることができました。その姿は、本
人の成長につながるとともに、他の多くの生徒に刺激を与え、励みにもなっています。 

本当によく頑張りました。 

 

＜大会結果＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動の都大会・関東大会、各種コンクール･･･夏休み中も頑張りました 

□卓球部（男子）（７月 25 日） 
＊都大会・個人戦 

◎２回戦進出 ３年 Ｆ  

□陸上部（７月 27・28 日） 
＊全日本中学校通信陸上競技大会東京都大会 

◎第４位 ３年 Ａ 

 共通男子砲丸投 11ｍ51cm 

◎    ３年 Ｂ 

 共通男子 3000ｍ 10 分 03 秒 

◎    ２年 Ｃ 

 2･3 年男子 1500ｍ ４分 32秒 49 

◎    ２年 Ｄ  

共通女子走高跳 １ｍ40cm 

□吹奏楽部（８月７日） 
＊東京都中学校吹奏楽コンクール 

◎Ａ組：銅賞 

府中の森芸術劇場において、第 59 回東京都

中学校吹奏楽コンクールが行われました。本

校吹奏楽部は、昨年からコンクールの最高峰

であるＡ組に参加しており、今年は２度目の

Ａ組挑戦でした。 

課題曲：「Ⅰ 「あんたがたどこさ」の主題に

よる幻想曲（第 29回朝日作曲賞受賞作品）」、

自由曲「管弦楽組曲「第六の幸運をもたらす

宿」より」を演奏し、銅賞を獲得しました。 

生徒たちはこのコンクールに向けて、厳し

い練習に一生懸命に取り組んできました。

着々と実力を付け、本番では迫力のある素晴

らしい演奏を披露してくれました。 

□全日本中学生水の作文コンクール（８月１日） 
◎東京都知事賞（最優秀賞） 

 ３年 Ｅ 

新宿区西新宿のパークタワーホールにて、令和

元年度全日本中学生水の作文コンクール表彰式

が行われました。12,760 編の応募の中から、本校

３年生の鈴木彩月さんが「東京都知事賞（最優秀

賞）」を受賞しました。 

東京都第 1位の立派な賞状が授与されました。

会場の方々から盛大な拍手を贈っていただきま

した。 

 

＜Ｅさんのコメント＞ 
８月１日、「水を考えるつどい」にて、全日本中

学生水の作文コンクール東京都知事賞をいただ
きました。他の受賞者らと共に、水循環政策担当
大臣を表敬訪問したり、最優秀作文の朗読を聞い
たりするなど、貴重な体験の多い１日を過ごしま
した。 
・ 
・・・ 
 

＜部長のＧ君のコメント＞ 
 私たちは夏のコンクールに出場することがで
きました。出場するのにたくさんの方々のお力を
お借りしました。辛いこともありましたが、その
辛さも仲間がいたからこそ乗り越えられたと思
います。結果は銅賞でしたが、この銅が次につな
がる銅であることを願っています。また、コンク
ールに関わってくださった方々には感謝しかあ
りません。本当にありがとうございました。 

 

＜演奏後の記念撮影の様子＞ 

＜パークタワーホールでの表彰式＞ 


